
　鉄道施設及び道路の存在、列車の走行による動物の生息域への影響を低減させるために、改変
部を極力最小限とする(北印旛沼は湿地帯の消失を最小限とする橋梁構造を採用する)ほか、環境
保全措置として、侵入防止柵の設置、側溝にスロープの設置、オオタカ・サシバに関して段階的
な土地の改変の実施（コンディショニング）、サシバに関して新たな生息適地の確保、湿地性鳥
類の生息環境（ヨシ原）の代替措置、サンカノゴイに関して防音壁の設置、北印旛沼周辺の橋梁
部に防音壁（2m）の設置を行い鳥類の衝突防止を図ることとする。また、道路側において、ボ
ックスカルバートの設置、昆虫類に関して照明の上部に遮光板の設置、誘因性が低い照明を使用
することとする。したがって、実行可能な範囲内で環境影響を低減できるものと判断した。 
　国等の環境保全施策との整合性については、千葉県の環境保全施策として、「千葉県環境基本
計画」があり、この中で「貴重な野生動植物が分布する地域を分断する場合は、動物の生息環境
の保全を図ることが可能であること。」が挙げられている。本事業では環境保全措置として、防
音壁の設置等により、動物の生息環境の保全を図ることから、「千葉県環境基本計画」との整合
性が図られていると判断した。 
　また、北印旛沼渡河部における橋梁構造形式の変更を行い、橋梁高さを低く抑えたことにより、
当初と比較して、列車と鳥類の衝突に関する影響が低減されたと評価する。国等の環境保全施策
との整合性については、橋梁構造形式を変更した場合でも北印旛沼の横断部分に防音壁を設置し、
動物の生息環境の保全を図ることから、「千葉県環境基本計画」との整合性が図られていると判
断した。 

⑤ サンカノゴイに関する措置 
・防音壁を設置し、騒音による影響の低減を図る。 
⑥ 照明による誘引の回避措置（道路側のみ） 
・照明による昆虫の誘引低減のため道路外に光が漏れないよう照明の上部に遮光板を設置する。 
・照明による昆虫の誘引低減のため昆虫類の誘因性が低い照明を使用する。 
☆列車の走行に対する環境保全措置 
① 鳥類に関する措置 
・防音壁を設置し、鳥類の列車との直接の衝突を低減する。 

● 評価結果 

鉄道施設の存在 

　植物の調査結果を次表に示す。 

（10）植物 

● 調査結果 

項　　目 
 

確　認　種　数 
 

植物相 
 

重　要　な　種 
 　ミ ズニ ラ、 サト メシ ダ、 オオ アカ ウキ クサ 、タ コノ アシ 、ク ロ 

ウメ モド キ、 ウス ゲチ ョウ ジタ デ、 ミゾ コウ ジュ 、カ ワヂ シャ 、 

ホ ソ バ オ グ ル マ 、 ミ ク リ 、 ジ ョ ウ ロ ウ ス ゲ 、 ウ マ ス ゲ な ど の 81

種が確認された。 
  
 　ス ダジ イ群 落、 シラ カシ 群落 、イ ヌシ デ群 落、 コナ ラ群 落、 ム 

クノ キ－ エノ キ群 落お よび ムク ノキ －エ ノキ 低木 群落 、ア カメ ガ 

シワ 低木 群落 、ヌ ルデ 低木 群落 、ス ギ・ ヒノ キ植 林、 竹林 、ア ズ 

マネ ザサ 群落 、ス スキ 群落 、チ ガヤ 群落 、オ ギ群 落、 ヨシ 群落 、 

ヒメガマ群落、マコモ群落が確認された。 
 　 水 神 の 森 の ク ロ マ ツ 、 吉 高 の 大 桜 （ ヤ マ ザ ク ラ ） が 確 認 さ れ た 。 

 

植物群落 
 

大径木 ・ 古木 
 

143科989種類 
 　早春 （84科272種類） 
 　春季 （119科611種類） 
 　初夏 （127科711種類） 
 　夏季 （132科793種類） 
 　秋季 （122科590種類） 
 

40群落 
 

12本 
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■植物相 

　確認された重要な種のうち、ウスゲチョウジタデ、ジュウニヒトエが改変区域内に位置する

ため個体及び生育環境が消失する。 

■植物群落 

　鉄道施設及び道路の存在により、確認された重要な群落が一部減少するが、消失する群落は

なく、また改変の割合も低いことから、鉄道施設及び道路の存在による群落への影響は極めて

小さいと予測される。 

■大径木、古木 

　鉄道施設及び道路によって改変される区域において、大径木・古木は確認されていないこと

から、鉄道施設及び道路の存在による個体及び生育地への影響はないと予測される。 

① 植物相 

　鉄道施設及び道路の存在による植物への影響を低減させるために、改変部を最小化した構造

を選定するほか、環境保全措置として改変区域に生息する個体の移植により地域個体群に与え

る影響を最小限に抑えることとする。 

　したがって、実行可能な範囲内で環境影響を低減できるものと判断した。 

② 植物群落 

　重要な植物群落として選定されたスダジイ群落、シラカシ群落、イヌシデ群落などの群落に

ついて鉄道施設及び道路の存在による影響は極めて小さいと予測されることから、影響は可能

な限り回避・低減できるものと判断した。 

③ 大径木、古木 

　現地調査で確認された12本の大径木、古木について鉄道施設及び道路の存在による影響はな

いと予測されることから、影響は回避できるものと判断した。 

● 予測結果 

● 評価結果 

・改変部を最小化した構造の選定 

　計画路線と重要な種及び群落の生育地の分布範囲から、生育地が消失・縮小する区間及びそ

の程度を把握し、直接改変については定量的に、間接的影響については科学的知見や類似事例

を参考に定性的に予測した。 

● 予測にあたっての配慮事項 

 

● 予測手法 

・重要な種に対しては、改変区域に生育する個体の移植により地域個体群に与える影響を最小

限に抑える。 

● 環境保全措置 
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